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TOREK 自然農法 農産展 

今年の夏も八王子にて、熱い熱い農産展が、8月3日（販売）、

17 日（展示）の両日に開催されました。 

8月 3日、販売日の盛況さには目を見張るものがありました。

会場は人であふれ、たまご売り場には長蛇の列、開始1時間後

には大方の無施肥無農薬の作物はなくなっているような状態で、

「自然の梅干が買いたかったのにー」と残念がっている方もいま

した。袋いっぱいに野菜を購入された方々から「家族のために

買いました」「実家の母に届けます」「友人のために」などの言葉

を聞き、安全な食を求め、それを普及していく熱意を感じました。 

                 8 月 17 日の展示日にも多くの方が来場され、生産者ごとに並んだ作物

を皆食い入るように見ていました。自然農法の作物は美しく、キャベツな

どは驚くほど実がつまっていました。今回、出品者数75名、出品数457品。

昨年の73名、384品にくらべ、出品者数の増加にはまだ課題を残すところ

ですが、出品数がグンと増えたことから、各生産者の充実度が伺えるよう

に感じました。今回初めて出品した方々の「肥料と農薬を使わずにしっか

りした作物がたくさんできたことに感動した」「自分が具合の悪いときに自

然農法の野菜だけは食べることができた」などのコメントに、自然農法の

作物のすばらしさを、初心に帰って実感できたように思いました。 

また今回、ジョリフィーユの宮澤弥生さんの体験発表があり、プリンを食

べた不登校のお子さんが元気になり、学校に行けるようになったというお

話を聞くことができ、すばらしいことだと思いました。 （編集部 針貝） 

稲作交流会に参加して            自然農法普及員 野中康次 

8月 4、5日、TOREK稲作交流会が北陸の石川と福井で行わ

れました。石川県の森さん、山下さんの田んぼと、福井県の冨

田さんの田んぼを見学し、その後は宿舎で自然農法の取り組

みについて話し合いました。平日でもあり、参加者はいつもより

少なめで 6 名でした。五三会稲作係である私も参加させていた

だき、いろいろ学ばせていただきました。 

今年、森さんと冨田さんは、雑草対策に有効な田起しのやり

方を、木島平の堀農園から学び、早速取り入れ、効果が出てい

ます。また、昨年は苗が小さくて、植え付けた後に消えてしまっ

たこともあり、その対策として、冨田さんは水を落として田植えを行う方法を行い、さらに良い生育を見

せています。山下さんは、チェーン除草（棒に何本ものチェーンを付けて引っ張る方法）を実践し、昨年

よりも雑草を抑えることができました。他に、田

植え後に多いところで3回以上、除草機をかけ、

泥まみれになって努力した体験の話や、自然栽

培に適した品種の選抜を目指す取り組み、また、

有機苗だけでなく無施肥の苗に今年挑戦し、順

調に育っている生産者の体験など、いろいろな

良い話があり、そして、それぞれ何らかの成果が出ていることに、私も喜びを感じました。 

今年の北陸の稲作は、きっと良い結果になることと思います。無施肥無農薬でちゃんとやると、ちゃ

んと成果が出てくることを、各田んぼがしっかりと訴えていたと思いますし、それによって耕作者皆が、

自然農法実践の手応えと、希望と夢を語り、お互いに元気をもらえた稲作交流会だったのではないか

と思います。私も、今すぐにでも五三会の田んぼに行きたい！と思いながら、帰路に着きました。 

学生会 自然農法体験学習 

8 月 16 日から 20 日まで、4 泊 5 日の日程で、長野県木島平

村にて体験学習をさせていただきました。 

参加したのは中学生から大学生の 11 名。5 日間と言っても、

初日と最終日は移動日なので、まる 3日間を木島平村で過ごし

たことになります。まず最初は、田んぼで、堀さんから色々とお

話を頂きました。「稲には、栄養生長と生殖生長の 2 段階の生

長があること、自然農法においては、特に栄養生長の初期、苗

はなかなか大きくならない、慣行栽培の苗はみるみる大きくなる。

しかし、自然農法の苗は、止まっているのではなく、じっくりじっくりと根を張っているんです。この時期

があるから、6 月後半から 7 月にかけて、土の力によってぐーんと生長するんです。今の皆さんは、稲

で言うとちょうど根を伸ばしているときだと思います。今、勉強したり体験したり、苦労したりしたことが、

これから先きっと役に立つんです」このお話は、みんなの心に残ったようです。 

この日は、竹内さんの畑の草取り、2 日目は丸山さんのブルーベリー園の草取り、3 日目は、堀さん

のもち米の田んぼの草取りと、子供たちも慣れない草取りを少しずつできるようになりました。 

木島平での3日間、お天気に恵まれ、太陽の力（火素）を実感し、龍興寺清水では、水の有り難さを

感じ、地熱で温められた馬曲温泉で疲れを取ってもらいました。農作業以外でも、火、水、土の力を感

じられたと思います。その他にも、夜は蛍を見に行ったり、カヤノ平高原のブナの原生林や湿原に行き、

清浄なそして神秘的な森の中で自然の力を肌で感じました。 

また、食事も、宿泊したペンションの菊地さんが、農産展の展

示から頂いた自然の作物を調理してくださり、自然の物三昧で

した。最終日には、お世話になった生産者の方々を招いてバー

ベキューをして、みんなで歌を歌ったりゲームをしたり楽しい夜

を過ごしました。 

この 4 泊 5 日の体験は、きっと参加した学生たちの糧になる

ことと思います。 （編集部 関谷） 

 

 
 

 

 

無施肥無農薬栽培物の販売予定    9 月 3 日   於：伊都能売会館 
  生産者の方々が直接販売されます。         東京都八王子市長房町 57 042-665-6369 

● きじま平自然農産：きなこ、きのこめし、黒豆の納豆、煮込みトマト 

● 市川生産グループ：煎茶、みかんジュース（ビン入り・コップ売り） 

● 中島農園    ：エダマメ、トウモロコシ、トマト、ミョウガ、ジャガイモ 

● 長柄山自然農園 ：卵 

● 飯塚農園    ：みそ（500g 1,100 円）、タマネギみそ 

● 冨田善嗣さん  ：白米 

● ジョリフィーユ ：カスタードプリン、マドレーヌ、ちょこっとティラミス、みかんジュースゼリー 

 

 

健康な地球に生きる健全な人間の姿を求

める「岡田茂吉師」が提唱した「自然農法

の原理」に基づき、「無施肥無農薬栽培」

を通し、生産、流通、消費者がお互いの現

場を理解し合える、安全で豊かな「食」の

普及に取り組んでいます。 

自然農法頒布会   9 月 17 日(木) 鎌ヶ谷会場 11：00～15：00（売切れ次第終了） 
木島平圃場見学会  9 月 19 日(土) 詳しくは案内状をご覧ください 

自然農法勉強会  10 月 27 日(火） 昼の部 10：30～ 夜の部 19：00～（別院講堂）

自然農法頒布会  10 月 31 日(土) 東中野会場 10：00～（売切れ次第終了）  

おしらせ 

 

 

 

 

お問い合わせ先：編集部 針貝  FAX：03-3369-3324 e-mail: naturefarming@torek.jp 
ＴＯＲＥＫ活動のホームページもご覧ください。 http://www.torek.jp 

 

 


